























【対象 / 方法】2008/6 ～ 2014/5 までの派遣医師数 , 派遣期間をまと
め派遣医師の報告を検討した
【結果】派遣先は 6 病院 7 診療科で愛知県山間部の 1 病院と全国の
5 赤十字病院（伊達 / 安曇野 / 大分 / 川西 / 清水）. 総派遣医師数
はのべ 78 名で累積派遣期間は 139 か月であった .1 医師あたり派遣
期間は 1.8 か月で派遣医師の卒後年数は 3 年目 38 名 ,4 年目 14 名 ,5





























月、通常外来 1-2 カ月、手術は 3 か月に及んだ。年間手術件数は前






























を 8 年前から行っている。その骨格の活動は Urogenital Pathology 
Meeting と称されているが、2014 年 6 月には 3 回目の会合が行わ
れる。

























Services の Manager である Zenaida, P. Beltejar は、IFRC の心理
社会的支援（PSS）リファレンスセンターのロスターメンバーであ










【結果】フィリピン赤十字社では、PSS の体制が Social Services 部
門を中心に整えられ、担当部署以外の部署ともよい連携が取られて
いた。PSS の活動は、IFRC の PSS マニュアルや IASC のガイドラ
インにそって支援メニューが用意され実施されていた。ボランティ
アが PSS についてよくトレーニングされており活用されていた。
また、市民の赤十字ボランティアに対する信頼があついことがうか
がわれた。被災による離散家族の安否確認等のコンピュータシステ
ムも構築されていた。支援後のスタッフの休暇が十分に保障されて
いた。
【まとめ】フィリピン赤十字社の PSS 体制、活動準備、ボランティ
アの活用、安否確認システム、支援者支援などに日本が学ぶべき点
が多かった。
